








Mathematics teaching to nurture a "zest for living"
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キーワード：生きる力，問題解決，思考力，教材研究，分数
Abstract：The important elements of the developing the concept of “zest of life” are the ability 
to think, decision making and expression.In order to foster these abilities, it is necessary to 
include activities that create new ways of thinking and concrete problem solving when preparing 
classes for students. To accomplish this, it is necessary for schools and school systems to conduct 
research and development of appropriate educational materials.A detailed instructional example 
is described using the division of fractions.




























　「　 ｍの重さが 200 ｇのパイプは， 1 ｍでは何 g に
なりますか」という場合も，（1m の重さ）× 　＝ 200
と表された式の（ 1m の重さ）を 200 ÷　  で求める
ので等分除ということになる。




































































































































































除数と除数の 2m と　 








単位分数（　  など） 単位分数以外（ 　  など）
・　 m が 　kg のパイプ
1m の重さは何 kg か
↓
問題場面から 1m の重



















・　 m が 　kg のパイプ





















１ － ３５ － ８
５ － ８















ア　　 dL でぬれる面積をもとにして考える。  
イ　２ dL でぬれる面積から考える。
・ 問題場面と図を対応づけて考える。































































































































５ － ８２ － ３
《問題場面》
　あるペンキ　 L を使って板をぬると、　 ㎡ぬれま
した。このペンキ 1L では板を何㎡ぬることができ
ますか。
・ １L は　 L の３倍なので、１L でぬれる面積も　 L
でぬれる面積㋐の３倍になる。




1L で□㎡ぬれるペンキ　 L では　 ㎡ぬることがで
きます。




































































・ 　 L を３倍すると２L になるので、２L でぬれる
面積㋐も　 L でぬれる面積　 ㎡の３倍になる。
・ ㋐は　 ×３＝
・ 1L は２L の半分なので、１L でぬれる面積も㋐の
半分になる。
・ □＝　　　÷ 2 ＝　　　＝
・ 　 と　 の共通単位　　にそろえる。  
　 ＝ 　　　＝　 　　　　 ＝　　　 ＝
・ 　　のいくつ分かを考える。  
　 は　　が 15　　　　　 は　　が 16  
　 ÷ 　　⇨　15 ÷ 16 ＝　　　⇨　
　 ÷　 ＝（　 ×３）÷（　 ×３）













































　 ÷　 ＝（　 ×　 ）÷（　 ×　 ）















２ － ３ － ２３ － ２










































































































































































せるのである。その過程で除数の 30 を 10 を単位にす
れば３となり，それに合わせて被除数の 120 も 10 を
単位にして 12 と考えると 12 ÷３という今までに学習
してきたわり算で処理できることを見つけさせていく。
　ここで大切になってくることは，10 を単位にするこ
とによって 120 ÷ 30 の計算の仕方を見つけたことで
終わらせてしまわないことである。120 ÷ 30 を 10 
を単位にして 12 ÷３で処理するアイディアは，これ
までにも使ったことはなかったかと振り返らせる。そ
して，第２学年で学習した 90 ＋ 30，第３学年での 0.9 
＋ 0.3 も 10 や 0.1 を単位にして処理をしたことを思
い起こさせ，このアイディアと同じであることに気づ
かせるとともに，このアイディアのよさを強く印象づ
けておく。
そうすることによって，次に同じような場面に出会っ
たときに，このアイディアを積極的に使っていこうと
する態度が育つのである。
　以上の他にも，「計算のきまり」「図（面積図）の用
い方」「単位に着目した考え方」など，指導を積み上げ
ておくことが必要なものがあるので，それらについて
も計画的に取り組むことが重要である。
４ まとめ
　算数は小学校で指導される教科の中でも特に系統性
の強い教科であると言える。それだけにある単元の指
導をするにあたっては，その単元の指導について十分
な教材研究が必要なことは当然のことであるが，それ
以前の指導も同じだけの重要性があると考えなければ
ならない。１時間や１単元の授業には，その前があり
後があるという大きな流れの中での１時間であり１単
元であることを強く意識しておく必要がある。第１学
年から第６学年までにおいて，学年によって指導する
教師が替わっても指導される児童自身は変わらないの
である。一人の児童が過去にどのような指導を受け，
今学んだことを次にどう応用・発展させていくのかの
見通しをしっかり持って指導にあたることが，教師の
責務であると言える。
　しかし，いくら一人ひとりの教師が懸命に指導に励
んでも，個々それぞれに取り組んでいたのでは十分な
効果は期待できない。それは，前の学年でそれぞれの
教師が熱心に指導していても，それが自分の思ってい
